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１．連結　平成22年12月期　第２四半期連結累計期間　業績予想数値と実績との差異

（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 573 △2 △23 △35 △０円19銭

今回修正（Ｂ） 525 △115 △150 △161 △０円85銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △47 △113 △127 △126 ―

増 減 率（　％　） △8.4 ― ― ― ―
（ご参考）
前期第2四半期実績
（平成21年12月期第2四半期）

２．（参考）個別　平成22年12月期　第２四半期累計期間　業績予想数値と実績との差異

（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 298 △78 △69 △71 △０円38銭

今回修正（Ｂ） 233 △172 △175 △174 △０円92銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △64 △94 △106 △103 ―

増 減 率（　％　） △21.7 ― ― ― ―
（ご参考）
前期第2四半期実績
（平成21年12月期第2四半期）

３．差異の理由

以　上

なお、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場
合には、速やかに開示する予定です。

売上高につきましては、霊園事業部門で前回予想を上回ったものの、宿泊事業では宿泊需要の低
迷、証券投資事業では為替の影響等により、前回予想を47百万円下回り5億25百万円となる見込み
であります。

営業利益につきましては、主に前述の売上高の減少により、前回予想を1億13百万円下回り1億15
百万円の損失となる見込みであります。

経常利益につきましては、前述の営業損失の増加及び為替レートの影響等により、前回予想を1
億27百万円下回り1億50百万円の損失となる見込みであります。

四半期純利益につきましては、前述の経常損失の増加等により前回予想を1億26百万円下回り1億
61百万円の損失となる見込みであります。

また、平成22年12月期の通期業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績が前述
のとおり当初見通しを下回る状況で推移しておりますが、当社及び当社グループを取り巻く経済情
勢、市場の動向、為替レートの変動など現状では予想し難い要因などもあり、前回公表（平成22年
２月10日公表）の通期業績予想は変更しておりません。

各　位

　平成22年２月10日に開示いたしました平成22年12月期（平成22年１月１日～平成22年12月31日）

第２四半期累計期間業績予想について、下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。

平成22年12月期第２四半期累計期間業績予想値との差異に関するお知らせ

０円09銭

東海観光株式会社

561 △8 31 16

333 △47 55 53 ０円28銭

東海観光経理
新マーク


